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単一の共同体内の静的なやりとりではなく、異なる共同体聞の(交通) = r対話的関係J により、意味の生成が起き
る。 r社会文化的な個人の主体性 (agency) J 、 「対話J 、 「コンフリクト」、 「意味生成J 、 「他者J 、これらが
みな一つながりのセットとしてある。人は社会文化的な主体的個人として現れなければ、 「他者J ではないし、 「対
















成)主義の Gergen や活動理論(社会・文化的アプローチ)の Vygotsky およびパフチン言語理論などを駆使して、
理論的・分析的枠組みを構築する。
その枠組みのもとで、エスノグラフィーの研究方法を用いて解放教育推進校である Y 中学の実践を追い、それを規
格化されたモノローグとして位置づけ、対話(ダイアローグ)性への転換が主張され、展望がなされている。とくに、
本論文の中心と見なせる実践の扱いの中で、「しんどい子という Y 中独自のカテゴリーが、モノローグ的な授業を、
逆説的な形でより強化している j とし寸事態の指摘が、本研究の主張なメリットのーっといえる。
また、心理学からの近年のアプローチでは、同様に学習の社会的構成主義などを用いて、いわばボトムアップ的に
学習指導(学習論)を対象として、社会や文化に迫る研究が盛んである。
それに対して本論文のように、社会学から学習論にアプローチする研究は、あまり見受けられず貴重である。
両分野からのアプローチへの架橋として寄与しうるからである。研究方法などを含め洗練が必要と思われる箇所も
見受けられなくはないが、それにもまして新たな課題への挑戦としづ革新性は高く評価しうる。
以上の理由から、本論文は博士(人間科学)の学位に充分値すると判定した。
